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Abstract
Along the Pacinc Coast in our northern regions, 、ve have a periodic very cold east wind
caned“YAふ/1ASE"even in■五d suminer  ln order to take countermeasures against YAふ/1ASE,
the authors have recently developed an artincial fog―linlinator ca■ed the ele trostatic fog―
liquener and have obtained good results not only in our laboratory but also in outdoors
ln this paper the auhors analyze corona discharge area dependence on the electrode
arrangement.  By applying the difference method to Laplace's equation, corona discharge is
assumed to occur within he area whose electric ield is over more than 3 kV/mm.Moreover,
on the hypothesis that an ionic wind blo、、アs along an electric neld,the authors obtain the ionic
wind vector diagram  Qualitative description is applied to the optirnuni electrode arrangement
using the above mentioned results
r【(,y pοrtr(,I Fog,Yamase,Static electricity,Corona discharge
1.緒 言
東北地方の太平洋沿岸で頻発するヤマセは濃
霧を伴い冷害の元凶として恐れられている。そ
の対策として,筆者らはコロナ放電を応用した
静電式霧消去ネットを考案1)し,その実用化試
験を繰り返し実施してきた2～0。 この試験中に,
霧粒径が100ミクロン以上になると霧消去性能
が急速に低下する,という問題点が浮上した。こ
の問題点の解決策として,図11に示すような
線対ロッド電極構造を提案,この構造が有効で
あることを室内実験で既に確認している0。
本報告は, どのような線対ロッド電極構造が
有効であるかを理論解析したものである。解析
は,電極配アJをインラインおよびオフラインに
配した場合について,それぞれの静電界分布か
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らコロナ放電領域を比較するという方法で行
なっている。さらに,静電界分布から予想され
るイオン風の風向と霧の消去メカニズムとの関
係について定性的な考察を行っている。
2.静電界分布の計算機シミュレーション
2.1 電極構造のモデル化 実験で採用した電
極構造を図21に示す。ロッド電極を2列に配
し,その間にコロナ線を配している。コロナ線
の近傍で帯電した霧を,ロッド電極に吸引して
液化し,霧消去を実現するという極めてシンプ
ルな構造となっている。
電界計算の基礎となる方程式は次に示すポア
ソンの式である。
▽2φ=_ρた      (21)
ただし,φ:電位,p:電荷密度,ε:誘電率
空間に電荷が存在しない場合,すなわちρ=0
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